
公民館の持続可能な社会づくり
を推進する取組

～岡山市立公民館基本方針の運用～

中学校区に１館の公⺠館
を配置
生涯学習課(公⺠館振興
室)と3７の公⺠館及び21
の分館
公⺠館に館⻑１名、事業担当職
員２名（１名は社会教育主事、
１名は公⺠館主事）夜間事務１
名 地域担当職員（市⺠協働局
採用）１名を配置
⽣涯学習課公⺠館振興室 11名

岡山市立公民館の紹介
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操山

■公⺠館の数と体制

・岡山市教育委員会が所管・社会教育法に準拠した教育機関
・公⺠館職員は市⺠協働局と教育委員会の兼務または併任
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ともに
わたしたちが
未来をつくる

開かれた
出会う つながる 学び合う 活躍する

公⺠館基本⽅針

職員： 未来への展望 気づき 共感 学びと協働のコーディネート



持続可能な社会

社会教育の実践の積み重ねと新たな役割

市民協働

市⺠協働条例
自治・地域福祉・防災

岡山市
市教委

第六次岡山市総合計画
岡山市教育振興計画

ＥＳＤ (2005～)

ＳＤＧｓ(2015～2030)

岡山市 平成12年公⺠館のあり⽅答申 共生のまちくりの拠点 集う 学ぶ 活躍する
⽂部科学省・これからの社会教育のあり⽅答申(平成30年）つながり・開かれた社会教育

岡山市立公民館基本方針

「ともに わたしたちが 未来をつくる 開かれた公民館」
～出会う つながる 学び合う 活躍する～

（2019年3月）

地域/世界・教育の変化・現状 問題 /将来展望

社会教育には
学習指導要領
はない。

学びと社会問題
の解決に向け
たニーズをもと
に

岡山市立公民館基本方針の概要 H3１. 3.30/公民館振興室

●公民館やユネスコスクールな
ど地域コミュニティを核に推進
●多様な世代、団体の参加
●専従による継続的支援

ESD岡山モデルの発信

岡山市立公民館基本方針［ともに わたしたちが 未来をつくる 開かれた公民館］

<位置づけと期間>
岡山市第六次総合計画、第２期岡山市教育振興基
本計画等に沿い、概ね10年後に向けた基本方針

<めざす公民館像>

すべての人に開かれ、地域から世界へと開かれた
自由な学び合いにより、多様なつながりが生ま
れ、社会の問題をわたしたちのこととしてとら
え、学びと実践を繰り返しながら未来へと一歩一
歩進み、一人ひとりの人生を豊かに、そして、持
続可能な社会づくりに貢献する公民館を目指す。

公民館検討委員会答申 (H12)

<成果>
共生のまちづくりの拠点とし、全
市で市民とともに、ESDなど新た
な課題も取り入れながら生涯学
習、学びを通した地域づくりの充
実。
⇒「ESD岡山モデル」として評価

<公民館の役割>
①地域住民のふれあいの場
②地域の文化創造拠点
③課題解決力を身につける場
④時代を拓く共生のまちづくり拠点
⑤地域づくりの多様なネットワー

クのかなめ
⑥新たな行政課題に対応する拠点

学ぶ

活躍
する

集う

<公民館の基本機能>

<取組>
・地区館の自主的取組の増加
・地域課題に沿った講座、関係課

と連携した取組の充実
・ESD、市民協働の推進
・各中学校区37館に公民館設置
・専門性を持った職員配置

<課題>
少子高齢化等社会情勢の変化に併
せた新たなニーズへの展開

出会う
・フラットに話し合える自由闊達な場

・誰でも気軽に立ち寄り、憩い、多様
な人やことと出会い、ふれあえる場

つながる
・課題を見える化、地域へとつなげる

・新たな人や関係機関との多様なつな
がりをつくる

学び合う
・生涯活躍のための学び
・ＥＳＤの視点にたった課題解決学習

・地域協働学校等との連携

活躍する
・公民館から地域の活動へつなげる
・活動を支える準備、学び直しの提供

共生の
まちづくり

・多様な人の支え合いの地域作り
・年令、性別、障害、国籍等に関わらず
社会参画

地域防災
・防災・減災、災害からの復元する
力を高める

若者
・中、高、大学などと地域をつなぐ
・若者の主体的な地域参画の応援

未来をつくる
地域の未来の姿を住民自ら
が考える取組を支援

<公民館の役割>

重点

<社会教育をめぐる状況>

(国の動向) 新答申「開かれつながる社会教育」
(学社連携) 地域学校協働活動 (ESD)SDGs達成
にESDの取組重要 (社会教育提供主体の多様化)

<社会情勢の変化>
・人口減少・少子高齢化の進展・地域社会でのつ
ながりの希薄化・共生のまちづくり、防災や安全
安心など、各分野での持続可能な社会に向けた問
題を背景に今後の公民館活動をつくる

持続可能で
社会全体で

人々が支え合う
社会の実現へ

<方針推進に向けて>
①公民館を統括するしくみ ②新たな活動創造のための共同体 ③市民参画協働の促進
④人材養成 ⑤関係組織との連携協働 ⑥資金資源の多様化検討 ⑦ニーズに応じた施
設管理 ⑧地域への広がりを評価

公民館は、市民
が地域で活躍す
るために。

幅広い人・団体の参
画、協働で学びと実
践活動を循環

学び合
う

SDGs



未来をつくる

SDGs

学び合
う

2030年の世界に向け
た共通目標

だれもおきざりにしない

共生の
まちづくり

・多様な人の支え合いの地域作り
・性別、障害、外国人等の参画

地域防災
・防災・減災・災害からしなやかに
復元する⼒を⾼める

若者
・中、⾼、大学などと地域をつな
ぐ。
・若者の主体的な地域参画の応援

未来を
つくる

地域の未来の姿を住⺠自
らが考える取組を支援

公民館に来ることで、何かできるようにな
る。
教育の役割は人を育て未来をつくること。

公民館での活動が、明日に活きる。地域に還元される。そして新たな活動や人の輪にな
る。

豊かな人生のための学び
Well-bing

持続可能な地域づくり
Sustenable Development

など

成果

地域活動
の活性化

グループ
づくり

教養向上

健康維持

地域
づくり

地域
共生

地域
防災

若者
参画

健康

環境

⻑寿
社会 子育て人権

男女

ＩＣＴ
主催講座
重点10分野

出会いの
場の提供

つながりを
つくる

学び合う機
会をつくる

活躍を
支援する

・主催講座実施

・情報提供
・施設利用促進

・地域活動支援
・機会提供

・各種団体との連携
・クラブ講座開設

豊かな人生と地域課題解決のための学びの場づくり

公⺠館の機能と業務

市
⺠

公民館の業務

・講座企画者募集
・ボランティア募集
・講座参加者募集

・施設利用
・情報収集
・相談

・学習ニーズ
・地域課題の把握
・人材把握

・講座への参加
・公⺠館活動への参画
・ボランティア参加

地域の活力

個人の活力



公民館の重点分野とＳＤＧｓのかかわり)
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重点分野 内容 ＳＤＧｓの分野(例)

共生のまちづくり
103講座

障害者・女性、高齢者、
多文化共生など

環境
114講座

自然、資源循環、ゴミ、地
球環境など

健康づくり
116講座

食育、健康、医療、介護
予防など

男女共同参画
54講座

ジェンダー、多様な生き
方

子育て
160講座

子ども

高齢者・長寿社会
89講座

高齢者の仲間づくり、学
習機会の提供

防災・安全・安心
68講座

防災・減災、地域づくり

地域づくり
76講座

地域のビジョン、地域資
源の活用

若者の地域参画
16講座

中高生の活躍、若者の企
画・参画機会

ICT 95講座 スマホ講習、パソコン講
習など

※講座数はR3年度

主催講座

分野
講座数 参加者数

H30 R1 R2 R3 R4 H30 R1 R2 R3 R4

地域 - 74 74 78 107 17,467 8,314 7,284 13,225

共生 208 143 121 107 123 33,993 23,911 10,474 10,912 14,850

防災 68 72 61 70 87 6,907 9,685 3,348 3,455 6,444

若者 - 3 18 38 239 1,614 7,144

環境 107 113 96 114 143 13,107 10,800 5,551 8,895 11,839

健康 115 111 100 118 132 34,078 27,684 16,981 21,233 25,031

男女 55 49 47 56 58 2,886 2,589 1,633 2,249 2,359

子育 220 217 141 163 191 44,497 44,294 13,046 17,567 24,523

長寿 77 91 92 91 99 24,189 25,711 12,427 12,932 21,513

ICT 95 79 74 105 124 13,487 11,591 7,921 7,996 10,554

その他 26 28 25 31 17 1,710 1,186 728 683 819

文化祭など 53 45 13 19 38 54,160 53,293 1,881 11,757 26,089

計 1,024 1,022 847 970 1,157 229,014 228,211 82,543 106,577 164,390
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3公民館の取り組み −地域づくり−

地域資源の掘り起こし、地域問題の把握とその解決による持続可能な地域の姿の共有

〇雄神プロジェクト
みんなで学校ごっこ（西大寺公民館）
地域資源の掘り起こしとして、聴き取り
による地域の現状調査を行い、ワーク
ショップでその現状を書きだし共有した
上で、地域の未来像と課題設定をつく
る。

兵庫県播磨町で取り組まれている「み
んなで学校ごっこ」の学習会・視察を経
て、実行委員会を結成。

「みんなで学校ごっこ」＝しかけ（地域
の人（子どもから大人まで）が自分の
得意なことをセンセイ役になって、地域
の人（セイト役）に教える）を実施

3公民館の取り組み
−共生のまちづくりの推進−

〇多文化共生 「やさしい日本語」教室

「やさしい日本語」とは何か
を理解し、外国人との対話
において活用していくように
なることを目指す。地域住
民が一緒に学び交流するこ
とで、誰もが安心して暮らせ
る地域づくりを目指す。

R4年度は7館で開催
御津公民館、吉備公民館、岡輝公民館、西大寺公民館
京山公民館、北公民館、万富公民館



3公民館の取り組み
−共生のまちづくりの推進−

●地域での支え合いのしくみづくり（足守公民館）

生活サポートチーム「ねこの手」
足守中学校区に在住のおおむね80歳以上
の高齢者世帯を対象に、庭の草取り、買い
物代行、電球の交換などの軽作業、ゴミ出
しなどの生活サポートを行う

公民館カフェ
月に１回、20～30人の地域住民が気軽に
集い、お茶を飲みながら楽しく情報交換を
行う場

3公民館の取り組み−防災・安全安心−

〇避難所開設の訓練（御南西公民館）
公民館を「要支援者」の一時的な避難所と位置づけ、地域の愛育委員や
民生委員を中心に、中学生ボランティアと一緒に、避難所の受付や運営、
車イスの基本的操作の訓練を行っている。



3公民館の取り組み−防災・安全安心−

〇ジュニア防災リーダーの育成（富山公民館）
地域の安全安心･防災活動を担う人材として、また、将来の地域住民として
中学生を対象にジュニア防災リーダーの育成に取り組む。

3公民館の取り組み
−子ども若者の参画−

灘崎中学校区在住の中学生が、自分
たちの住んでいる地域の中でボランテ
ィア活動をすることを通して、様々な世
代の人々と交流し、視野を広げ、多様
な考え方を身に付ける。また、高校生
になっても引き続き登録してもらい、継
続的な活動となるようにする。

〇チーム灘（灘崎公民館）

次世代への地域活動継承に向けた取り組み

中学生・高校生らが、地域や社会課題を知り、主体的に参画する事業や、
参画の機会を増やす



3公民館の取り組み
−子ども若者の参画−

●地域の担い手を育む仕組みづくり（高島公民館）

30代・40代が公民館で出会い、関わり合うこと
で、自らの活動はもとより、新たな活動へと発
展し、地域づくりに貢献する。

★高島地域づくり隊…高島中学校区在住
の中高生が参加するボランティアグループ。
自らも楽しみながら、「高島の人を笑顔にす
る」とモットーに活動中。

★高島おしゃべりシェア会…地域の30
代・40代の人が、自分の夢や活動について話
し、意見交換をする会。地域の中で、知らない
人同士が安心して出会う場となっている。この
会が基になり、新たな活動へと発展している。

①公民館を統括（マネジメント）するしくみ

②新たな公民館活動創造のための共同体づくり

③市民参画のための組織づくり

④人材養成

⑤関係組織との連携協働

⑥公民館活動で利用可能な資金や資源の多様化の検討

⑦施設管理のあり方

⑧方針推進の評価

18

方針推進に向けて



●事業の見直し

・公民館振興室で毎年、事業運営方針を示す。

・公民館で運営方針をもとに館の重点取り組みを決める。

●職員研修

・館長会、主事会等での研修。新任研修。

・分野別研修、協働推進研修(※NPOからの提案を一緒に考える)

●職員ワーキングチーム

・公民館全体の取組推進のためのモデル事業の検討など

●各関係機関や大学、中高校、NPO、企業などへの働きかけ

・インターンシップや大学、企業との連携

・中高生の企画を実現する場づくり

・NPO、ESD・SDGs関係団体、関係課からの提案の企画
19

基本⽅針に基づいた事業の推進

20

公⺠館運営と基本⽅針

・めざす方向性や役割を共有することで、一部の
公民館の取組でなく、公民館全体の取組を高め
る。

・公民館が地域防災や若者の地域参画などに力
を入れていることを示し、新たな地域活動に場
となることを示す。

・公民館職員にとっては、事業の優先度を考える
上で何を重点にすべきかを考える基準になる。

社会は変容するので、基準としつつ、常に見直して
いくことが必要。



・海ごみ問題への取り組み
=環境事業課、NPO、(公財)水島財団、山陽新聞社などと

・プラスチックごみ=マイボトル普及
=環境事業課、平林金属

・やさしい日本語教室
=国際課、岡山大学、岡山学芸館高校など

・子どもの体験の貧困への対応
=こども福祉課、NPOチャリティサンタと枠組みをつくり、クラブ活動をつなぐ

・不用文房具の交換
=複数の公民館の取組 企業の協力も。
・学習支援=地域未来塾
・高齢者向けスマホ講座の開催(約160回受講2200人)
・SDGsに取り組む企業×若者交流会

少し先を展望して今必要とされるテーマに住民･団体等と協働
で取り組む

今日的な社会問題に全館で取り組む

基本方針評価指標の概略

事業全体
①公⺠館利用者数 ③新たな主催・共催事業数
②事業参加者数 ④新たに主催・共催参加した企業・団体数

重点4分野

防災 共生

若者 地域づくり

⑤学校公⺠館連携の事業数
⑥地域防災知識・行動の理解度
⑦地域防災組織・防災士と一緒に行う
事業数・参加者数

⑧防災学習の担い手数

⑨高齢者サロン運営者等学習会実施数
・参加者数

⑩やさしい日本語講座等参加者数
⑪障害者団体・保護者会と共同の事業数
⑫男女共同参画・人権侵害防止の講座数

・参加者数

⑬中高生が参画する地域活動に関する
事業数・生徒の参加者数

⑭大学生が企画する事業数・学生の
参加者数

⑮中高生の地域活動参加による意識変化
⑯地域学校協働本部と連携した公⺠館数

年令、性別、障害、国籍にかかわらず、
多様な人でともに支え合う地域づくり

役
割

地域資源の共有や地域の未来の姿を共
有するための学びとつながりづくり

役
割

中高大学生の地域での学びの場と、若
者の地域参画の機会づくり

役
割

地域の防災減災力を高めるための学び
の場づくり・地域防災活動支援

役
割

「であうつながる学び合う活躍する」= 開かれた公⺠館→新たな参加者増役
割

指
標

指
標

指
標

⑰公⺠館で活動を新たに始めた､または
新たに活動に加わった団体数

⑱公⺠館で活動する若者を受け入れた
団体数

⑲地域づくり活動参加による意識の変化
⑳公⺠館からの情報発信数

指
標

指
標

・推移を数値
で把握

・アンケート
の実施集計

ヒアリング等

R4〜

R6〜(随時)

②事業参加者数

※[役割]の欄は公⺠館基本⽅針で公⺠館の果たすべき役割として記載している内容
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LIFEおかやまHP
https://www.city.okayama.jp/life/

岡山市公⺠館振興室HP
https://www.city.okayama.jp/0000013582.html

岡山市⽴公⺠館基本⽅針概要版
https://www.city.okayama.jp/soshiki/30-1-10-0-0_27.html

岡山市⽴瀬⼾公⺠館Youtube
え・と・せ・とライブラリー

公民館振興室 〒700-0903 岡山市北区幸町10-16 西川アイプラザ4階
電話: 086-234-6015 ファクス: 086-234-6016
E-mail : kouminkanshinkoushitsu@city.okayama.lg.jp

⻄⼤寺公⺠館HP
https://www.city.okayama.jp/shisei/0000011064.html


